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繹詔囁蔑碍筆数密計轟濾ぺ蓋撃的董こ措梅毒二静拭き艶愚轟

温度帯五菜招静寂ぎ苫鮭散籍軋鎧鷹馨高等妄≡常連ヒ＿で豊聾

である在韓塵囁箆離挙動摩解明せ愚ため毒二軌親密碍温露
語

蓉と適度囁を弼時に冒ぜ仙飽ド計燕華愚息華があ愚蔓　奉研

究で軌監貯藍許董暫を鄭憾歴と速度帯同時計轟接鰐を弾

力囁箆に露餞じ霧散純量こ謝灘ヒた卓邑重臣喜こよ愚温度計親に

お持首ほ∴温静観露軽碍異なる望薩摩由塾覇塵螢尭麿謹厳

ず慈恵めに馨ぜ旛凄を褒馨じ藍望台鎮モノ費蜃索尋曽が必

要と甚艶愚鈍　ニニでぼ潜ラ匝∈∈臣藩漢学ぎき艶鎚冒・着港

草を亭蛸甘患こと臆よ撃望穫嶺ぎき馨蒐を鮎惑＃馳配窒盲、垂ら

妄言密度壌算出錦碍鮭尊厳薩を巨星猛曽に壁乳量宙碍藷磨亨で

同時壷こ温度♯達磨螢を訝灘サる拳法数寄賽ヒた遊

芸著実験装置および方法

蓋．茎葉験装置　実験私撰蓋掟示すように恒温瀞で岳蓋℃

に保った高温流棒をアクリル東博昭壁備中奥に設置した円

筒パズル鹿相m閃きrかむ仙窟温度謂℃碍静止流体内に噴

出する。作動流体に軌十分に脱親した精製水を用い、温

度計測用の蛍光簸料と速度計測用のトレ山サ粒子を温風さ

せ行った¢噴流の畢均速度は3・鮎肋毎とし当分間計測した。

噴流の中心軸上の流れにアルゴンイオンレ山ザをシリンド

リカルレンズを用いシート状伸さヰnll巾に照射しパニ．そ

れをカラーー・CCDカメラ（7錮Xパ…画素、抽（制iりてパ

ズル出口近傍の鵜米60mの領域を撮影し、プレ山ムダラ

パ掩朋米4s0画素、RGB8biモ眠よ哲馳由ファイルとして取

撃退み、その画健を元に温度事速度場の解析を行った。

這・蓋温度場の計測　温度場の計測ほ、作動流体単に温度

依存性由轟い蛍光染料配偶勤血鹿白と温度依存性め檀新

旧10しIalnin亡＝0を混入させ、アルコンイオンレー―サ

（見瑚触恥8，紬きによって励起された蛍光を元にL膵を潤

いて計測したむ奉寒験における丙鷲兜染料の濃度は

馳ぬ踊編腱軋加固い醜ぬ踊緬！相±錮抒唱乱とした出水溶

液中の蛍光物質を光蒐壷¢酢蛸で励起すると単位棒横磯

蛍光物質が放射する兜エネルギー重野抑豊富＝貫¢C㊥藍

磯度C臣短碓j，藍子収率重吉収光係数芭E説2梅ヨと定義する

豊ニ、堕離嵐蕗竃濫獲墓‡ニ依存呼愚i、鳶ヒi七∈鞄解凍車重三車酌贋な

慧≡鞄鱒嗣蛍鮭鞄鷲敷琵盛滞在邑什鳶囁昏も放射き艶愚畿蒐

強度ぎ須恵私見尉蒐強度星章壷芸依存と㌔なも憾塵ぎ㌫鞋碍閑散藍

な愚軍詫鮎恕隅由隠語恵経書琶皆感淺藷嘘雪盲章節蛍光♂き謹薙ぎきピ伝おぎほ

尊嘗詣晒起票苦き謁悶真幸慧そ艶転を鎗離ヒー苛餞挺す愚た栂臆、聯

韓｝鬼鹿毒凝竜臆冒ぎ経営を㌔甜たぉ顔曽を望曽饉頗ヒ√た鈍間

≡妄こ軒軒孟き竜三針葉㌫∈甜ぎ∋貼経冒那も増特性が菅艶響艶酌

蛍光鑑畳を藷鮭』冒禽獣也訝昏愚二藍を利潤L、鮎串ぬ盲ぬ留呂

を鮎嘩是芸嘗鰍㌔謂馳軸　鮎日蓮盛盲藍書摘を琶陀朝恩頭開戦

綿触弼殿堂蒐薬学毒こ歯学込毒監藍藍、繹軌洗練欒に私

達度謝儀儲服詫亮順一営軽手密漁嵐にギお堕王宮旛ぜ怨ギ諸

三相価⊥ず量‡蝉酎蓮紆冒亀頭産鮎弼で電光ヒ至重量噂鼻朝鮮㌦

き書触画量二畢展墓豊艶愚箪　ヒ灘ヒー、邑呈出ピヲ郎訪ぎと駄曽哲董篭冒甘す

鬼郎き透過藍屋碍藍韓患撃髄願画像鞄琶訂琵琶調画偉董こほ冒鍵

ゴンイオンレ仙ザにより発光した速度慶計測用郎巨♭瑚サ

粒子が写り込鮎のでそ郎除去銅ためにメジアンフィルタを

適用し単均化し温度計測に劉濃。

園3に解析草頓を蔀ず。温度計測軋畿兜輝度と嘗鼠贋鶴

間様式を得るため妄謂甲測領域を恒温瀞を鄭当て呵麻績温度画

橡を拝潤任普瑚鼠度における蛍光輝度を擬影ずる温度鴇若

輩駿を行当た。園利こ三田韓産業観で得られた検定曲線を

示す苺蛍光輝度鮎射Gre鞘はタr瑚℃掛野韮税化した苺鮎dパ

臨甜とすることによりこ瑚車定曲線は励起光強度による

影響を補正し、温度のみに依存ずるび韓窪曲線をヨ数式で

近似し、その関係式を恕験画像に彗若ほめ温度諒恕計時恵

また、韓窪実験ぼ噴流実験接臆も行ったが埠園3に示ず患

うに実験棟に行誓た模造実験の結果は最初の検定曲線とば

ば劇―致し再現性が確認された。

望・運速度場の計測　適度場は篭作動流体削こま6仏語望堪Ⅲ

のプラスチック製ぎ彗レ刷サ粒子∈比塵l．日記きを加え可視化

し・、パルニ‾ナンイすンし‥ザぴ）鶴瓶Ml山並k－ご強化しパていろ

粒子が軽影されひ∈いる削踊画像にP壬暫法を通庸する。別離

画塊鞘混血億時間（量パ甜孝那接の移動監から速度場を蓼出L

たむ解析アルゴリズムとしてほ輝度蓋累礫法を適用した。

ただLも解析における苛巨リッタ謀サイズぼ36米36とL、

探索領域ほ20米慧8であるぴ
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3 . 結 果及 び 考察
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4 . 結 論
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